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HIMAWARI～向陽 ICE ルーブリック～の評価方法 

さまざまな授業で「HIMAWARI～向陽 ICE ルーブリック～」を使用する機会も少しずつ増えてきました。

また，２月３日（金）開催予定の向陽 SSH成果発表会の最後には，自身が１年間かけて行ってきた課題研究

やディベート活動について「HIMAWARI」を用いて振り返っていただきます。そのため，今回は「HIMAWARI」

への評価方法（記入の仕方）について確認しましょう。 

「HIMAWARI通信 第１号」でも説明した通り，ICE モデルとは Sue F Young氏が提唱し，カナダで開

発・実践されてきた学習・評価のモデルです。I は Ideas（基礎知識），C は Connections（つながり），E は

Extensions（応用）を意味し，I・C・E の３段階で学びの質をとらえようとするものです。学びにおける段

階～アイデア（I），つながり（C），応用（E）～はそれぞれ，初心者からエキスパートへ，表面的なものから

新しい創造へと学びが深まっていく過程をそれぞれ表しています。 

簡単に言いますと，I→C→E の順に学びがレベルアップしていくということです。「KOYO の力」（K は気

づく力，O は起こす力，Y は読む力，O は教え合う力）の各項目について，例えば E レベルに○がつくとい

うことは，Iレベルと C レベルにも必ず○がつくはずです。以下に，正しい評価例と間違っている評価例を示

しておきますので，参考にしてください。 

 

「小計」「I・C・E 計」「総計」の 

欄には点数を記入 

正しい評価例 

間違っている評価例 


